
がん臨床研餞   右性lさ■■の欄欄的治■法の確立に朋する研究   
渋井 壮一郎  土－－′1 域外楽節脳神線外制 虚■  圃立がんセンター中央痛快事二礪域外兼那脳神 拝外科   

がん臨床研究   t最性度飲部瞳■に対する♯準的治★法の確立に闇する研究   倉本 奪美   教授   九州大事大字枕臣讐研究扶養形外科   

がん櫨床研究   篇Ⅳ期暮辻がんに対する犠準的治ホ並の確立に蘭する研究   要義■せ   教授、劃峡長   千京愴科大学市川総合ホ峡外科学繍座   

がんi床研究   切陰不能Ⅱ期非小山胞肺がんに対する標準的治よ並の確立に闇する研究   ‡I円 正≠   内科学鷹中内科部門 教授  近■大学医学劇 内科攣Ilヰ内科部門   

がん臨床研究   子音体がんに対する＃撫的化学療法の確立に蘭する研究   t木 大■   教授   慶應暮塾大学医学部よ婦人科攣   

がん臨床研究   がん■床研究の戦略的椎遭及び効率的均てん化のための研究   西條 轟宏   ■」恍畏   国立がんセンター手痛院   

がん臨床研究   勤よ的かつ効率的ながん書円匿の書成方法に関する研究   大江 裕一飾  13Aホ柵匿1  孤立がんセンター中央ホ暁闇殊ホ檀那   

がん臨床研究   成人丁欄胞白血書（ATL）をモデルとしたウイルス霹染朋遵がんに対する手折的治■法の開発   1■r… ■ 」－   
部t   独立行政法人乳如輌相川九州がんセンター縫  

床研究部   

がん嚢暮床研究   遭抒神経芽■に対する職掌治療確立および新規治■開発のための研究   金子 遭夫   文部科学教官・教授  筑波大学大草隣 人間総合科学研究科   

がん臨床研究   上■・聾暮底がんの切除と再土手栴の♯畢化に関する研究   波刊井 汁紀  教授   杏林大学医学部 形成外科   

がんヰ床研究   難治性白血ホに対する橿掌的治療法の確立に関する研究   大西 一功   教授   飾立大学法人浜松医科大学医学馴   

がん臨床研究   がんの牡■播種に対する標準的治★法の確立に関する研究   白t 国昭   総合■檀那178ホ柵 医長  町立がんセンター中央ホ陳 総合ホ棟部   

がん臨床研究   臨床痍期Ⅱの下郡肛騰がんに対する側方リン／く簡郭清術の暮■にWするランダム化比較拭麟   嘉田 伸 一   第一t嬢外来部大鵬  
科医t   兼併   

がん比床研究   早期消化tがんに対する内複丘的治■の安全性と書効性の絆価に闇する研究   武■ 学   ′Rlし■▼サロ王p【／■｝■杯 免疫研究圭圭景（併  

■t■ヽ   ターがん治■蘭発部   

がん臨床研究【着手医師・協力書活用等に暮する研究】  先遭的書精度三次元放射欄用欄による予機改暮に00する研究（臨床研究実施チームの豪儀）   平岡 薫克   教授   京都大筆医学研究科   

がん臥床研究【苦手医師・協力著活用讐に暮する研究】  難治性白血■に対する職掌的治療法の確立に関する研究（臨床研究実施チームの整儀）   大竹 茂樹   軟授（医学系研究科）  金沢大学」野学部附¶朋閥   

がんヰ床研究【苦手医師・協力著活用等に暮する研究】  子宮貫がんの予礁向上を日指した■筆的治療應における標準的化学療法の確立に闇する研究（臨床研究実施チームの曇■）  樺木 範明   教授   北鶉遭大学大学陳医学研究科   

がん臨床研究【苦手医師・協力著活用専に暮する研究】  若年手書触性造血馨■瘍を対■としたサ≠破壌的前処tと甘触非職壌的前処tを用いた同穫末梢血幹細胞移植の比較的機討 （鶉Ⅱ相ランダム化丁檎比較紋■）  谷口 鯵－   血液科部長   聞手公務■共済組合連合会 虎の門痍蹟 血液科   

がん托床研究【苦手医師・協力著活用等に暮する研究】  札所限局非小嶋絵師がんの霊草的治療に関する研究（比床研究実欄チームの暮■）   加■ 治文   教授   文京医科大事加味外科第一講座   

がん臨床研究【苦手医師・他力著活用事l＝暮すも研究】  若年事t欄性進血♯膿瘍を対暮とした甘■破壌的椚処tと書≠非職壌的椚姐邑を用いた同種末欄血幹細胞移柵の比較機肘 （書Ⅱ相ランダム化非書換比較拭■）（ヰ床研究チームの隷■）  山下 ■也   臣■   東京群立駒込膚磯 血液内科   

がん臨床研究【若手医師・協力書落用事に事する研究】  早期前立はがんにおける根治術醜の再矧こ関する標準的治ホ法の確立に間する研究がん臨床研究事業（ヰ床研究実施チーム の書■）  内暮汝ニ   教授   九州大学 大学鏡医学研究院泌犀蓼科半分野   

がん■床研究【若手医師・協力者活用事に暮する研究】  大■がん肝転移症例の術後儀馴ヒ学ホ法に関する研究（曲床研究実施チームの書儀）   加義 知行   ホ鏡長   士知■がんセンター   

がん臨床研究【若手医師・協力手薄用事に暮する研究】  小児造血半膿瘍の職掌的治女鹿の確立に闇する研究（臨床研究実施チームの蓋儀）   堀♯ 敬三   
独立行政法人取立痛快櫨■名石慶長欄センター  臨床研究センター最   ■床研究センター   

がん臨床研究【苦手医師・協力看活用欄に暮する研究】  がんの膿■播種に対する標準的治療法の確立に関する研究（臨床研究実施チームの整備）   ＝ 〔」’く   総合病棟働17B病棟 臣1  国立がんセンター中央病院 総合病棟部   

がんi床研究【若手医師・協力著活用等に事する研究】  牡治性白血ホに対する楕準的治ホ法の確立に関する研究くh床研究実施チームの壬■）   大西 一功   教授   孤立大学法人浜松医科大学医学部   

がん臨床研究【若手医師・協力者活用事に事す各研究】  早期洲ヒtがんに対する内禎廿的治■の安全性と有効性の絆価に間する研究（■床研究実施チームの茸儀）   田村∵事■   講師   神戸大学 医学部   

肝環畢疾患零総合研究【心筋棲事・l置卒中臨床研究】  急性心不全とその間違疾かこ対するより物臭的かつ効率的な治■零の確立に聞す副臨床研究一統外心停止書の救命事向上に 対する自動体外式陸相勤書を用いた心肺♯生法の書及とエビデンス確立のためウツタイン様式を用いた大規橿臨床研究－  野々木宏   緊急部長   孤立書環翳欄センター心♯血t内科  



循環馨疾患書総合研究【心筋楼誌・l置卒中臨床研究】  兼職裂脳勧脈■の事臥治■法遭択におけるリスク・コミュニケーションに闇する研究   横木∴信夫   教櫻   京劇大学大学鏡医学研究科   

衛環蕃疾患讐総合研餞【心筋梗暮・鮎卒中臨床研究】  緩急性期膳犠墓治■法の穐立に蘭する事施設共同ランダム化比較試験   小川 彰   数理医学部丘  着手巨利大学 貼神経外科学講座   

衛環場疾患讐総合研究【心筋梗壬・脳卒中臨床研餞】  臓血t痍鳥の再矧こ対する書脂血症治膚凛HMG－CoA古元酵素隠書藁の予防物臭に蘭する研究   松本 ■轟   教授   広■大学大学鏡医歯藁学総合研究科   

肝オ馨疾患専総合研究t脳卒中・生活晋≠痍臨床研究】  各穫鳶職血虚治療藁の糖尿痍性心血t鋼遺書予断物臭の総合的檎討   井口 昭久   教授   各古畳大学大学暁医学系研究科老年科嘩   

肝環馨疾患書給倉研究用卒中・生活習≠病■床研究】  心筋微小血t造影叢tの開発による姑尿ホ性心筋れ小甘オ陣書の可視化   盛 美三   部長   国立■球場ホセンター研究所 心臓生理部   

肝環馨疾患書総合研究【瞳卒中・生活晋≠痛臨床研究】  ♯数の動脈硬化性ま患危験野手を礪する対■におけるアスピリンの一次予防効果に閲する研究   池田 正夫   散櫻総合医科学研 究センター曇  ■■義且大学長筆劇   

膏環場疾患零総合研究【脳卒中・生活習慣痍臨床研究】  冠動脈不安定蠣札の同定とその劾よ的破線予防、治■法の聞矧こ蘭する多施設共同研究   山＃ 正和   教授   金沢大学大学旗医＃應研究科・打環場内科   

憺環薯疾患書総合研究【脳卒中・生活習慣ホ臨床研究】  暮醜血糖上昇の抑制による心筋梗暮＝次予防に聞する大規襖薬剤介入臨床研究   北風∴政史   部長   圃立打覆さ痛センター 臨床研究開発部   

響環馨疾患事総合研究【脳卒中・生活習≠痛臨床研究】  内麟動脈闇暮症にともなう血行力筆的嫡梗暮の発症予鴨に蘭する研究   官本 事   特殊加瀬部長（温血 t外科捏削  濁立傷環馨痍センター 帖血tケl科   

循環書疾患零総合研究【脳卒中・生活習慣痛臨床研究】  糠死所性甘虚の某♯を目指したチーム臣糠による▲約的治療   楕野 博史   救捜   岡山大学大学快医菌薬学総合研究科甘・免疫・内  
分泌代謝内科筆   

訂オ蕃疾患讐総合研究【脳卒中・生活習慣ホ慮床研究】  内シャント狭窄治■を8釣としたナノセラミックス♯合化ステントクラフトの開発   古■ 勉   生体憎t処理主ょ  国立膏覆蕃病センター研究所 生体工学部   

膏す磐疾患等総合研究【脳卒中・生活習≠痍臨床研究】  日本人の書事摂取暮準（兼暮新手1）の宅建に関する研究 柴田 克己   教授   滋十れ立大学人Ⅶ文化筆部   

譜積善疾患讐総合研究【瞳卒中・生活菅≠痍臨床研究】  糧尿ホにおける血t合併虚の発症予随と遭J抑制に馳すも研究（JDCStudy）   山田 慣博   教授   筑波大学大半鏡人門】総合科学研究科内分泌代  
淋・■露所内科   

打オ灘疾息零総合研究【脳卒中・生活甘≠鋼臨床研究】  庫生労≠省多目的コホート班との共同による■尿加東聾及び発症雫田の研究   門脇 事   教授   ★京大早大学院医学系研究科内科学事攻鶉尿  
痍・什檜内科   

揮環馨寝息専総合研究【脳卒中・生活習≠ホ臨床研究】  急性打覆薯疾患の発症董鑓による発症ホ職分析と暮困♯明および治療劾虞の絆価および活用にWする研究   岡山明   叶4♯欄予防機紗那   圃立肝環馨膚センター 打環蔓ホ予防挨拶部   
長  

訂オ＃疾慶事総合研究＝勝卒中・生活習慣病ヰ床研餞】  心血書疾患のハイリスク患著スクリーニングのための新たな鯵断システムのれ襲とその臨床応用   北 t   教授   東郷大学大事鏡医学研餞科 憺檀書内科攣   

打沈馨疾鳥■総合研究【脳卒中・生活晋≠痛臨床研究】  生体指標を用いた日本人におけるミネラルの適正摂取1（Aい許容上限摂取1（Uし）の嘉走に関する兼暮疫学的研究   佐々木廿   リーダー   独立行政法人国立t▲・栄養研究所   

打環纏疾患讐総合研究【脳卒中・生活菅慣痛臨床研究】  メタポリツクシンドロームにおけるアテイボサイトカイン■≠を標的とした心血一合併庄治療・予防法の稚立   下村伊一郎  教授   大販大学大学枕生命儀傭研究科   

訂環♯痍■専総合研究【瞳卒中・生活習慣ホ臨床研究】  抗凝固藁・抗血小板真の犠的およぴこれら薬剤を修飾するタンパク貫・遺伝子の解析を適したtl投与1の評価方法の積撫化に   富田 せ行   

関する研究  
■四郎轟   凪立甘環♯欄センター研究所 病因部   

循環纏疾息■総合研究【脳卒中・生活習慣病臨床研究】  弓節大動脈全t換附こおける超低体1療法と中零度低体濾膚儀のランダム化比較蝕   萩野 均   第二廿オ馨医t  圃立打1響病センター心■血t外科   

好檀蓼疾患等総合研究【脳卒中・生活晋≠痍臨床研究】  小児期メタポリツク症饅群のヰ念・痍態・診断壬準の確立及び勤よ的介入に馳するコホート研究   大関 武靂   教授   浜松医科大学 医学部   

打オ攣痍息讐総合研究【脳卒中・生活習≠痛臨床研究】  全鳳患者豊峰子一夕を用いたわがⅧの慢性心不全息著の急性増鳥一札治化霊因の♯明と勤共的治欄儲の確立   簡井 裕之   教授   北海遭大学大学恍医学研虞科   

肝オさ疾患専総合研究【心筋欄壕・脳卒中臨床研究】書手 医師・協力著活用に羊する研究  緩急任期脳梗暮治■法の確立に蘭する多薦般共同ランダム化比較試♯   小川 彰   敷津 医学部畏  岩手医科大学脳神経外科学横座   

循環薯疾患響総合研究【心筋梗暮・瞳卒中臨床研究】苦手 医師 積木 侶夫   教授   京勧大学大学院医学研究科脳職書医科学系書攻  
・協力著活用に暮する研究   脳病胎生理学講座   

場′ 
膏オ蓼疾息事総合研究【心筋捜暮・脳卒中臨床研究】若手 医師・協力書活用に雷する研究  忍l工IUl、王⊂てV′l珂tEつて耶†一升ツーー筍■・ツ轟ヴ才亡Fツ〃■ノ刑1－FソF刀F▼Vノ▼■上▲トl河ヲ‘p■■月ちIy17■一府tアナlレ】▼■」・」1■Vノ▼れ叩▲▼－l■」Jニー－ 対する自動体外式除細勤書を用いた心肺蘇生法の雷及とエビデンス確立のためウツタイン様式を用いた大規模臨床研究－（臨  緊急飾丘   孤立薗環書痛センター心臓血書内科   

肝積善疾患零総合研究【脳卒中・生活習≠病臨床研究】看 手医師・協力著活用に羊する研究  糖尿病における血t合併症の集塵予肪と遭最抑制にⅦする研究くJDC ＄tudy）（臨床研究実欄チームの重傷）   山田1慣爛   教授   筑波大学大学恍人間総合科学研究科内分泌代  
鮒・■尿痛内科   

薗1書疾患零総合研究【脳卒ヰ・生活習≠病臨床研究】苦 手医師・協力看活用に車する研  糠床ホ性▼症の文解を巳指したチーム匿ホによる集約的治療（ヰ床研究実施チームの嚢■）   櫓野 博史   教授   岡山大学大攣餞眉適薬学総合研究科甘・免疫・内  
究  分泌代謝内科竿  



貯1書疾患等総合研究【貼卒中・生活晋≠ホ臨床研究】着  教授   喪心大攣大学統監学研究科打環場内科   
手医師・協力著活用に暮する研究   

柵オ書疾患蠣総合研究【脳卒中・生活甘≠ホ臨床研究】苦  川■ 慮乃真  肋緻授   神戸大学大学峡医学系研究科   
手鑑師・協力者活用に暮する研究   

循す書痍息讐総合研究tl掛率中・生活習慣痛臨床研究】苦  横手 事大郎  繍師   千葉大学l医学即附■鋼l洗   
季医師・協力著活用に暮する研究   

薗環署ま鳥事総合研究【瞳卒ヰ・生活習慣ホ臨床研究】若  北1 政史   i床研究開発部長  皿立叶環書鋼センター 臨床研究開発部   
手臣廊・協力著活用に暮する研究   

■環場疾患讐総合研究【駐車中・生活習Ⅶ柑椚臨床研究】誉   厚生労■雀多目的コホート粧との共同による牡尿ホ実聾及び発症手回の研究（臨床研究実施チームの整儀）   ∩脇 事   職授   東京大学医学部附■痛快≠尿痛・代村内科   
手医用卜協力著活用に暮する研究  

循環畢疾息零総合研究【帖卒中・生活甘≠ホ臨床研究】蒼  
手医師・協力著活用に暮する研究   

服部 良乏   助教授   柵協医科大学内分泌代謝内科   

廿環畿疾患専総合研究【借手中・生活晋≠病姓氏研究】若  
手医師・協力手薄用に暮する研究   

濃濃 裕司   教授   浜松臣朋大学医学部臨床薬理学講座   

膏環羊疾患零総合研究【帖卒中・生瀞馴M帽は研究】蒼  
手医師・協力手話用に暮する研究   

井口昭久   教授   名古生大学大学院医学系研究科毛年科学   

肝環書疾患事総合研究【騎手中・生活晋≠病i床研究】苦  
手医師・協力著活用に暮する研究   

竹下 脆   心■血t内科・医長  皿立薗環書痍センター   

ll書侵t橿址総合研究   知的■書手のこ次的陣書としての岨疇隷書の蘭因と対策について一地ヰ移行への体制づくりのために－   前田 茂   ♯師   岡山大学医学部・☆学部附眞■鏡   

陣書焦t橿牡総合研究   陣書暮ケアマネジメント辞価および技術研傭に蘭すも研究   野中 狂   教授   日本橿祉大学社会‡l杜学劇   

障書床≠禰祉総合研究   挿柵陣書書良書橿祉手嶋の判定のあり方に蘭する研究   白澤 美剛   断よ   宮城■精神良書欄祉センター   

陣書良書積祉総合研究   精神ホ快・社会壇欄傭必用の東野把攫及び情t捷供に関する研究   竹▲ 正   井手l保儀け川副帥轟  加立精神・神経センター精神良書研究所汁神保t  
計画部   

陣書昆t橿祉総合研究   精神科急性期ホ柵・リハビリテーションホ柵書の在甘方に蘭する研究   樋口 繹靡   快曇   孤立精神・神経センター武厳痛快   

陣書保t橿祉総合研究   陣書書本人支援の在り方と地域生活支繍システムにⅦすも研究   河末日 博   教授   立緻大学コミュニティⅧ牡学部   

隷書保tⅦ杜絶合研究   肢体不自由書用新移動機♯・足漕ぎ＋欄子の研究開発   半8 鷹猛   教授   王北大事大学院医学系研究科陣書科学書攻運動  
機能再■学分野   

陣書焦t福祉総合研究   知的陣書児・書の機能退行の賽邑分析と予防体系聞儒lこⅦする研究   加我 牧子   知的叶書郡部長  四立精神・神経センター精神保t研究断   

lI書保t橿祉総合研究   精神科ホ帆こおける点事tと医療内訊こ岬する研究   保坂 ヰ   教授   東鶉大学医学部基盤診♯学系   

♯書保t‡暮祉総合研究   暮度＃榊陣書手の治■及び治よ勤1事のモニタリングに闇する研究   吉川 和男   司法拝神臣事研究部  
臣学研究部   

陣書保t橿祉総合研究   強度行動中電琶中核とする支は困れな人たちへの支】動こ間する研究   ＃巴 雅子   ■耽   財団法人畿遭弘済会弘漕手圏   

♯書保t欄職総合研究   離讐著の折井保膚と自立支援施勲こ闘する椚壬研究   剛又 事子   企i∬13重量  国立社会保♯・人口周♯研究所 企画部   

障書保t稚拙総合研究   支援機書利用物景の科学的薇払書出にⅦする研究   中邑IHl   特任教■く特任教授）  ★京大竿先櫨科学技術研究センター   

障書保ヰ‡l祉総合研究   橿祉用具の心理的軌稟測定手法の蘭発   井上 剛伸   禰杜■書開発部橿杜 ；二・▲∴．  圃立身体庫亨篭リハビリテーションセンター研究所   
再生医■による曹触の歩行′くターン発生能力と瞥t損1書の歩行再攫欄可能性に関する研究   赤唐 正≠   陣書保鶴橋祉総合研究  

▼■lll一■り円■t■l■lクー 断・運動機能系陣書  国立身体陣書手リハビリテーションセンター痛快・ 研究所   

陣書保t欄祉総合研究   書q≠傷横の井体■無性下を抑止する立位トレーニング方法の間莞   中澤 公事   神経痛機能陣書研究 主よ  耶立身体庫書手リハビリテーションセンター研究所   

身体什青書の陣書馳走基準のt遇化に蘭する実紅的研究   岩省 力   t生別汝所長  国立■体離書手リハビリテーションセンター貴重 止   陣書保t橿祉総合研究  抑斬   

陣書保t橿祉総合研究   書次脳機能陣書手の障書状況と支援方法についてのt期的追跡れ董に閲すも研究   三■l■子   羊二神稚内科医長  圃立身体ヰ青tリハビリテーションセンターホ檎  



陣書保t橿祉総合研究   アルコール依存症の社会慎櫓施設の実態把礪と支援モデル≠築に蘭する研究   樋口 遭   ■11洗曇   独立行政法人孤立痍陵機♯久里浜アルコール症  
センター   

障書庫t欄牡総合研究   他職づ〈りと閲遵した肋よ釣な地♯生活支鑓サービス体制の在り方と「地域力」の再構築に蘭する研究   谷口 明広   教授   彙知淑捜大学医★Ⅶ祉学部Ⅷ杜夫献学科   

韓讐保tⅧ牡総合研究   知的ヰ書書の地域移行を困難にする二次的陣育とその対矧こⅦする研究   連■ 港   理事長   独立行政法人国立壬度知的陣書手総合施設の  
ぞみの薗   

陣書保tⅦ牡総合研究   檜t入統制度の立正な運用と社会す嶋支馳こMする研究   浦田：■治郎  快長   郎立精神・神織センター間府台所暁   

庫書俣t柵祉総合研究   r生活機能」低下書の床t樽杜絶策における皿簾生活♯職分オ（】CF）の活用に朋する研究   仲村 美－   理事1   財団法人織機予防会   

韓書保t橿祉総合研究   中枢性下肢麻痺著の歩行運動再土システムの蘭尭   熟■一局   助教授   兼北大学 慣嶋シナジーセンター   

隷書良t橿祉総合研究   陣書手のケアマネジメントの総合的研究   坂本 洋一   教授   和洋女子大学青政学部生活覆積年科   

障書保t稽祉総合研究   在宅1度陣書書に対する効よ的な支ほの在り方に朋ナる研究   川村 佐和子  教授   書蘇れ立保t大学t鷹科学部■仕草科   

韓讐保t福祉総合研究   新たな陣書程度区分の開発と評価讐に関する研究   ホ欄岳 縫士   教授   立教大学コミュニティ橿牡牛部   

陣書保t橿祉総合研究   精神陣書手の二次的陣書としてのi息事故および惧囁性肺炎の予防と00Lの向上に関する研究   山田 光事   部よ   鳳立精神・神権センター精神保t研究所老人精神  
保t飾   

庫讐保t橿祉総合研究   書≠損書手の生活曹≠痛・二次的庫書予防のための適切な運動処方t生活指導に蘭する研究   佐久間 肇   卿よ   圃立身体ヰ書手リハビリテーションセンター痛快・  
匿■相談開発部   

杜書保ヰ稽祉総合研究   陣書保t樽池島策の企諷・立案lこ賞する技術情報に蘭する漬暮研究   揮訪 壬   研究所t   Ⅷ立身体隷書書リハビリテーションセンター研究所   

障書保t樽祉総合研究   発達ヰ書手支援のための地域啓発プログラムの蘭集   堀江 まゆみ  教授   白♯草間短期大学 心理利   

陣書保t橿祉総合研究   ♯神陣書書の正しい寺♯を閂る取り組みの粗★的推進にWする研究   保■ 秀夫   会よ   社団成人日本精神保■稽址連盟   

感賞馨陣書研究   れ慎刺激型t種による人工視鷺システムの蘭莞   日野 焦ヰ   教授   大阪大学大学院医学系研究科   

感賞蕃庫害研究   暮症多形滞出性紅斑lこ対するⅦ科的治■法の確立   木下 茂   教授   京都府立医科大学複鷺機能再生外科学   

腰丈書庫書研究   新しい■優♯的■■機能計測法の開発およぴ■床応用   角田 和繁   複鷺生理学研究重よ  独立行政法人孤立病院触れ東京医療センター臨 究センタ 
床研ー   

感賞書陣書研究   ホ♯血t新生抑制機れの鮮明とその応用   細谷 t－   教授   圃立大学法人書山大攣藁攣側   

感賞媚陣書研究   内耳エネルギー不全の病態♯析に暮づいた突発性無職の新規治■法網発   松永 遽■   瞳鷺陣書研究重量  孤立ホ陳機れ★京臣■センター臨床研究センター   

感賞瞥♯書研究   先天性サイトメガロウイルス感染症による馳鷺陣書の実態綱壬並びに発症予防を目指したよ礎的研究   大森 攣－   教授   橿▲県立医科大筆医学部耳鼻咽喩科学講き   

感賞馨庫書研究   内耳有毛細他の再生による艶■の治療   伊離 暮－   教授   京都大学大学続医学研究科   

感賞♯欄書研究   観賞陣書手．Tろうー向け書声・点字コンピュータ・オペレーテインクシステムの開発   石川 准   教授   檜同県立大学孤際M休学節   

感賞纏膚書研究   
Tろう書の自立と社会●加を推逢するための機書開発・改良支ばシステムの■≠ならびに中間支援曹■慮プログラム作成に闇   中野♯志   

する研究  
特任教櫻   東京大学 先端科学技術研究センター   

感賞さ陣書研究   雌疾患に対する遺伝子・細胞治♯に蘭する研究   兼 範行   れ科医轟   国立成育医療センター痛快第二書「1診療部れ  
科   

悪文書陣青研究   れ隕ニューロンの繰内仲仕陣書－それに対する保札と再塵－   新書 眞   教授   薫京大学医学部外科学書攻感賞運動機能医半眼  
科学   

感賞馨陣書研究   蠣年内の外書毛細他に発現するタン／くク賞モータPr08tinの活性部位の探求に蘭する研究：Pr08tin改変による感書厳ヰとその   和幻 仁   

治♯戦略  
教授   東北大学大学棟工学研究科   

感賞＃欄書研究   分子生物学的知鮒＝よづいた悪書＃せの新しい治■漣の樺立   山岨達也   肋数撥   ★京大学医竿部附∬痍横 耳■咽喉科孝教圭  



詰責書庫書研究   3Dサウンドを利用した視鷺陣書雷のためのせ鷺空間馳知肌はシステム   間 暮－   主任研究■   独立行政法人よ薫技術総合研究所人間橿祉医エ  
学研究部rl   

悠t馨韓書研究   内耳プロテオーム♯析を応用した］申ノンバ礪の新たな鯵断法の開発・治鞭指針の作成   池戯巨哲郎   講師   日本医科大事 耳■咽喉科   

感賞書ヰ書研究   新生児義父スクリーニングと♯密鴫力檎董及び人工内耳手術の成よに叫する長期追跡研究   加我 肴事   教攫   ★喪大学 医学部   

感賞半片書研究   正♯鞭圧樽内＃に対する早期発見のスクリーニングシステム構築と点者化された鯵簾指針の碓立に蘭する研究   谷原 芳情   教授   熊本大学大学快 医学藁学研究那硯機能ホ態掌   

感文書陣書研究   マルチメディアを活用した禎鷺陣書書用数▼加♯支援システムの研究開発   河村■ 宏   仕事橿祉研究部曇  Ⅷ立身体欄書事リハビリテーションセンター研究所   

整覚書醜書研究   訂本各地の手鮨青緬Iこ朋するデータベースの作成   楕円 友義手  廿父菖精機能陣書研 究重1  圃立身体陣書著リハビリテーションセンター研究断   

新■・再■憑染症研究   新型インフルエンザヘの事前準■と大流行集塵欄の緊急対応計画ににWする研究   田代 眞人   ウイルス鶉3劇節t  訂立感染虚研究所ウイルス禦8邸   

新■・再れ感染症研究   ウエストナイルウイルス侵入に■えての診断、予防対策への墓1的研究   暮穣 一郎   部よ   孤立感染虚研究所 ウイルス第一節   

新興・再■感染症研究   アジア地域との研究ネットワークの活用による多刑耐性精機の制御に附する研欄   岡幻 全司   ■床研究センター曇  独立行政法人孤立ホ暁機■近t中央胸部疾患セ ンタ 
ー 

新■・再れ感染症研究   効果的な結核対策（定期t鯵やBC（割こ関する兼用対勒よ分析零）に関する研究   石川 情克   Tり断鼻   財団法人精機予防会緒横研究所   

新興・再共感染症研究   生物テロに使用される可能性の書い細薗・ウイルス零による感性虚の暮珪防止、予防、鯵断、治療に闇する研究   佐多 徹太郎  感染鋼葛飾よ  珊立憑巣鷹研究所感染ホ理飾   

新■・再■感染症研究   インフルエンザをはじめとした．各橿の予防緋橿の政賞辞優に朋する分析疫学研究   よ臼良夫   教摂   大阪市立大学大学晩臣事研究科公衆衛生学   

斬れ・再れ霹染症研究   暮晶由来の2有感染虚のリスクアセスメントモデル♯集に闇する研究   山本 茂★   暮晶衛生t】章節畏  孤立医薬品暮晶衛生研究断   

斬れ・弄れ感染症研究   ツベルクリン捜査、8C（；書に代わる緒績讐の抗酸薗虚に係る新世代の診断技術及び予防技術の確立   牧野 正春   節よ   訂立感染症研究断膚冊★生物部   

新■・再■感染症研究   動物由来感染症のサーベイランス手法の開発Iこ間する研究   山田：■■   部長   圃立感染症研究所tl医科学部   

新興・再れ感染症研究   わが国における飲暮に起因する経口感染虚の職書推計の精密化に関する研究   谷肝 真一   助教授   ▲根大学医学部オ囁保t医学隕き公衆衛生学   

新興・再れ感染症研究   ■人糞菌症讐貫薗虚の診断・治ホ法の朋発と発生動向椚董にⅦする研究   上肝 要雅   郡長   閲立懸巣症研究所生物活性物井舶   

新井・再れ感染症研究   ポリオ野生株ウイルスの封じ込め対策に闇する研究   宮村 遵舅   揮丘   圃立感染症研究所ウイルス事＝節   

斬れ・再ホ感染症研究   国内の息著症例報告に益づく動物由来感染症の実動杷攫及び今撞の患書症例報告収集と捜索システムの聞矧こ関する研究  高山 正秀   小児科却よ   文京林立駒込痍昧小児科   

新興・再■感染虚研究   SAR5コロナウイルスに対するワクチン開発Iこ朋する研究   田口 文広   ウイルス13郡5圭圭 轟  叩立感染症研究所ウイルス第3部   

新興・再れ感染症研究   ＄ARSウイルス感染阻止化合物の探索   書付 和夫   教摸   東北大学大学統医学系研究科   

新月・再れ感染症研究   ＄AR＄コロナウイルス捜査法の精度向上及び迅速化に蘭する研究   森川茂   ウイルス鶉1飾11圭   圃立感染症研究所ウイルス第一部   
重量  

斬れ・再れ感染虚研究   ペプチド抗体によるSARSく壬鹿島性呼吸書症候群）鯵断の迅速化   伊兼 慕情   教授   久留米大学 匿竿飾   

新■・再共感巣鷹研究   大親機感染症発生時の効よ的かつ茸切な什報伝遵の在り方に蘭する研究   丸井 美＝   教授   膿天空大学医学部   

斬■・再興感染症研究   
＄AR＄、／くイオテロ、インフルエンザ対策としてのリアルタイム・アウトプレイーク・サーベイランスシステム構築のためのよ礎的研   大日 鷹史   
究  

主任研究官   町立感染症研究所感染症情報センター   

斬■・再■感染症研究   ヒト型抗＄AR＄中和抗体の開発研究   切讐 照ヰ   感染症制♯研究部畏  町立圃繚匿ホセンター研究所憑染虚制♯研究部   

新■・再■感染症研究   SARSの腰染・発症・暮虚化の分子機構   笹月 t靂   総量   圃立界隈医瓜センター  



新興・再れ感染症研究   ウイルスベクターを応用したワクチン開発迅速化のためのよ量的技術開発の研究   森本：金次郎  里長   孤立感染症研究所ウイルス鶉一部   

斬■・再れ♯梁塵研究   効よ的な感染虚発生動向鶉壬のための圃及び■の発生動向椚董の方法汝の蘭矧こWする研究   谷口 清州   第一重量   国立懸染虚研究l所感染仕付報センター   

新興・再れ感染症研究   インフルエンザ蝉虚の発症因子の♯明と治■及び予防方法の確立に関する研究   ■ご  こ1   教授   岡山大学大学統医歯糞学総合研究科   

新■・再れ感染症研究   インフルエンザパンデミックに対する危機t理体制と圃繚対応に闇すも研究   栃村 繁之   主任研究官   孤立懸巣虚研究所ウイルス18那   

新■・再■感染症研究   動物由来書生虫症の禿行地拡大防止対策に間する研究   神谷 正男   救援   酪▲竿欄大学環境システム掌部   

新井・再■感染症研究   ●入蠣虫性疾息の監視と臣ホ対応壬■に関する研究   太田・伸生   教授   東京医科由利大学   

新興・再れ感染症研究   薬剤耐性菌の発生動向のネットワークに蘭する研究   荒川 宣親   如蘭書二部轟  皿立書染症研究所 ね瞥鶉＝節   

新興・再｛感染症研究   院内感染の発症リスクの絆価及び効よ的な対簑システムの朋矧こMする研究   暮辻 忠俊   研究所t   四立戒礪医■センター研究所   

新興・再■感染症研究   ●入動物に由来する薪■感染虚礫入肪止対業に対する研究   吉川 ♯弘   獣医学事故実♯動物  
学分野教理   究科   

新興・再■感染症研究   土品由来のウイルス性感染虚の娩出法の高度化、実用化に関する研究   武田 正和   重量   圃立感染症研究所 ウイルス第二那   

新興・再■感染症研究   回帰熱、レプトスビラ等の希少竹入細甘露梁塵の実鱒綱壬及び迅速診断法の確立に闇する研究   増澤 俊♯   教授 千葉科学大学・薬学部   

斬■・再■感染症研究   ハンセンホの早期診断・藁刑耐性・ワクチンに係る新技術の戦場的開発及び発症状況把欄に蘭する研究   向井 徽   重轟   囲立せ染虚研究所ハンセン病研究センター痛隈  
れ生物部   

新井・再■感染症研究   クリフトスポリジウム零による水系懸巣腋こ係わる儀■リスク評価及びt礫に関する研究（クリフトスポリジウム虚響¢染リスクの   圃包 暮－   

絆価手法の確立に聞する研究）  
部長   圃立録t医療科学欄 水道工学部   

新興・再れ感染症研究   感染虚欄介ベクターの実態、生息防止対策に叫する研究   小林 瞳生   部長   圃立感染症研究所昆虫医科竿部   

新興・再■感染症研究   兼玩動物の衛生t理の牡底に蘭すも研究   神山 博夫   獣医科学部1一重最  圃立感染症研究所 獣医科学部   

新興・再■感染症研究   水血、流行性耳下級炎、肺炎嘩薗による肺炎零の今後の感染症対策に必手な予訪欄欄に聞する研究   岡馴l償層   感染症什疇センター よ  匝立腰染虚研究所感染症情tセンター   

斯界・再興感染症研究   ポリオ及び麻疹の現状とその予防掩檀の効よに蘭する研究   加♯ 遽夫   救援   聖マリアンナ医科大学小児科学   

新井・再興感染症研究   マラリアの懸巣予防及び治療に関する研雫   狩野 兼之   部長   孤立皿職眉膚センター研究断、適正技術蘭発・  
移転研究部   

斬れ・再共感染症研究   百日囁欄、ジフテリア菌、マイコプラズマ専の■床分■蘭の収■と分子疫学的♯析に附する研究   佐々木 次義  細菌1ニ群青＝圭最  圃立感染症研究所細薗雫二部   

新興・再｛感染症研究   専用な織機対策くBC（；及び繕槙感染特■的鯵断lこ間するた用対物集分析零）に蘭する研究   板谷 光則   加味景   独立行政雇人圃立ホ焼機構近t中央胸部疾患セ  
ンター   

新興・再興感染症研究   施設内感染に係る赤銅アメーバ症響の原虫痍息の感染緒路及び予防法の開発に閲する疫学研究   竹内 勤   教授   ▲応義塾大学 医学部   

斬員・再興感染症研究   野生げっせ類及び節足動物に由来する感染症の診断、痛撃及び予防に関する研究   1■ 郁夫   教捜   北海遭大攣大学院獣医学研究科   

新井・再興感染症研究   性感染虚の効よ的な■猛防止に附する研究   小野寺 吋－  教綬   王京慮■会長科大学長学部   

新興・再共感染症研究   新型の薬剤耐性菌のレフ丁レンス並びに耐性嶋■の♯析及び迅速・簡便襖出法に関する研究   池 正暮   教授   群馬大学大学枕医学系研究科生体防蝉機書学構  
座細好感染利甘辛   

新興・市井感染症研究   小児織機及び多刑耐性緒槙の予防、診断、治徽における技術開発lこ開す各研究   隷 書   所長   財団法人緒嬢予防会緒棲研究所   

新★・再興感染症研究   折れ・再れ感染虚研究書霊の企画及び辞優に蘭する研究   三宅 智   企宥和曇主幹  圃立感染症研究所   

新興・再興感染症研究   ホ痛昨性▲インフルエンザの疫学血床研餞   エ暮 宏一郎  圃肝癌欄センター最  圃庖沌椚獣医欄Hンタ一 画闊痍欄センター  



新■・再■感染症研究   ホ珊★生犠の取掛＝おけるバイオセーフティの強化及び／くイオセキュリティシステムの■築に闇する研究   杉山 和良   バイオセーフティー理 王曇  町立書染症研究断′くイオセーフティー理圭   

新興・再■感染症研究   海外漉仇事に対する予防練穫のあり方に関する研究   尾内 一倍   教授   川ヰ医科大牛小児科手2講座   

新興・再■腰染技研究   粘峡ワクチン闘葬の墓ヰとなるアジュ′くント納発に朋する研究   清野 宏   散捷   東京大学医科学研究所   

新員・再■感染症研究   食品由来感染仕の細菌学的疫学礪爛のデータベース化に闇する研究   寺■ 淳   細薗事一部★一重長  孤立感巣鷹研究所細薗★一節   

新鶉・再■感染症研究   節足動物媒介性ウイルスに対する診断法の確立、疫学及びワクチン開発に即する研究   高■ 書靂   ウイルス事一節主点  邸立鷹巣虚研究所ウイルス粛一部   

エイズ対策研究   HⅣ鯵■支緩ネットワークを活用した幹■連機の利活用に叫する研究   秋山 ■範   部員   取立同職医療センター医療情報システム開発研究  
飾   

エイズ対策研究   男性同性州の川V感染対策とその絆優に即する研究   市川 ＃－   教授   亀吉塵市立大学書雄牛部   

エイズ対薫研究   NGOによる■別施兼層の天壌とモの詳細に関する研究   鴨井 正暮   教捷   ■鷹義塾大学文学部   

エイズ対簑研究   エイズ対策研究書義の企画と絆価に闇する研究   山本 正樹   エイズ研究センター轟  孤立感染虚研究所エイズ研究センター   

エイズ対策研究   薬剤耐性HlV発生動向把tのための檎査方法・■査体制穫虻に蘭する研究   杉浦五   ★2研究グループ畏  孤立感染症研究所エイズ研餞センター   

エイズ対策研究   新作用機序の抗HIV－1雷州の開発lこ闇する研究   円田 幹治   教授   熊本大学エイズ学研究センター   

エイズ対策研究   HⅣの増殖・土暮の制御にⅦする研究   佐濃 縮堆   事二王重量   国立感染症研究断ホ隈体ゲノム≠新研究セン  
ター   

エイズ対策研究   先遭柵加におけるエイズ発生動向、爛董体帆対策の分析に聞す＆研究   鎌暮 光宏   教授   1■義生大学大学院t鷹マネジメント研究科   

エイズ対t研究   免疫書落を応用したHN霹鎗虚の治★開発にⅦすも研究   閂 慎一   部長   皿立皿職医療センターエイズ治療・研究開発セン  
ター   

エイズ対策研究   川∨－1遺伝子を広♯に持つ新規SHⅣとサルを用いたエイズ治療薬開発の研究   井戸 栄治   特任助教授   兼職大学ウイルス研究断   

エイズ対策研究   HⅣ感染症の治療肌発lこ帆する研究   迂：： 二   肋畿捜   名盲■市立大学大学快 医学研究科   

エイズ対策研究   エイズ騨虚の発症病態と治★漆に関する研究   出霊J【＝   教授   虎児■大学大学院医書学総合研究科難治ウイ  
ルス鋼態利鞘研究センター   

エイズ対策研究   HⅣ感染症に合併する肝疾患に関する研究   小池 和彦   教授   東京大事医学部肘ヰホ鏡   

エイズ対策研究   HⅣ懸巣妊婦の早期診断と治■および母子感染予防に槻する■床的・疫学的研究   稲葉 憲之   ホ峡長（i科婦人科 手数績）  ■協医科大事医学部 産科婦人科筆数圭   

エイズ対薫研究   若年媚人におけるHⅣ感染状況およぴHⅣ應染と重蔵医膚との聞達性に朋する研究   田中 憲一   教授   新潟大学教書研究院医歯学系農婦人料   

エイズ対策研究   血友病の治■とその合併虚の克服に開する研究   坂田 洋一   教授   自治医劇大学医学馴分子病態治ホ研究センター  
分子病態研究部   

エイズ対東研究   HJV感染予肪に朋する研究   佐多 徽太郎  部長   孤立感染症研究所感染ホ礫都   

エイズ対策研究   エイズ発症阻止に関する研究   葛ヰ：蒙層   教授   孤立大学法人夫寓大学医科学研究所   

エイズ対策研究   HⅣの潜伏感染・再活性化のエビジュネティツク制♯機■を標的とした根治ホ法開発の墓ヰ研究   瀧暮饅鞘   ′一Tl′J′レソ′■▲■■ペ■． 鋼飽臣★科学分野教  叫立大学法人文京大攣大学峡断瓢墳創成科学研 究科   
エイズ対策研究   HⅣ感染予防対策の効果にMする研究   池上 千欝子  代表   特定非営利活動法人ぶれいす井貫   

エイズ対策研究   HⅣ捜査体制の≠≠に間す各研究   今井 米債   断畏   神棄川■衛生研究所   

エイズ対策研究   エイズ対動こおける蘭休機間の連携による予防対策の勤よに闇する研究   玉■ 暮理為  理事長   特定非営利活動法人HⅣと人権・情報センター  



エイズ対策研究   H】∨感染症の動向と予防モデルの開発・書及に蘭する社会疫学的研究   木隈 正博   教授   京水夫学大学院医学研究科   

エイズ対策研究   アジア・大平洋地膚におけるHlV感染症の疫学に聞する研究   式部 豊   里長   Ⅷ立感染症研究所エイズ研究センター   

エイズ対策研究   非サブタイプB型HⅣにおける薬剤耐性ジェノタイプ♯析アルゴリズムに閲する研究   山本∴止層   肋教櫻   名古慶大事大草枕医学系研究科 環境医動物学   

エイズ対策研究   アジア太平洋牒欄における間際人口移動から鼻た危機t理としてのHⅣ感染症対策Iこ蘭すも研究   石川 償克   ■I断書   財団法人緒横手I防金持横研究所   

エイズ対策研究   HlV感染虚の匿■体制の暮儀に間する研欄   木村 哲   エイズ治療・研究開発  
センター長   ター   

エイズ対策研究   多綱併用ホ法服藁の特禅的、■件的■捏軽薫のための研究   自販 瘡■   川∨／AIDS先増長療 蘭集センターt  独立行政法人国立病院機■大阪匿■センター   

エイズ対策研究   HAART時代の乱打見合併虚に関する研究   安岡 彰   助教授（懸染予防医   書山医科藁科大学 医学部   
学）  

エイズ対策研究   同性貴書専のHⅣ感染リスク羊因tこ基づく予防介入プログラムの間莞及び勤よに間する研究   大石 嶋嬬   ■】代表理事   持運非営利活動法人動くゲイとレズビアンの会   

エイズ対策研究   RNAi耐性ウイルス株の出覆に対処する事二世代のRNA眉集品の朋発   高久 洋   教授   千葉エ■大字工事那生命積憤科学科   

エイズ対策研究   開発途上国における薬剤耐性予防などARV治★の★的向上と椎遭に叫わ各研究   若杉 なおみ  節丘   孤立圃静眉欄センター研究所 疫学統計研究部   

肝炎響克服緊急対策研究   C型肝炎の治よとキャリアからの発症予l捌こ蘭する暮盤研究   宮村道男   部長   孤立感染症研究所ウイルス第二部   

肝炎讐克服緊急対策研究   C型肝炎ウイルス書の母子懸巣防止に腑する研究   大戸 斉   教横   橿■れ立医科大事 医学部 ■血・移機先疫部   

肝炎零克服緊急対策研究   肝硬変に対する治■に帥する研究   八橋 弘   治療研究部最  独立行政法人孤立ホ快機欄最欄眉療センター鴎 センタ 
床研究ー   

肝炎零克服緊急対策研究   B型及びC璧肝炎ウイルスの新たな感染予防法の確立のための感染■麹♯明に聞する研究   河田 純男   教理   山形大学医学部 51日ヒ雛ホ態制御内科攣   

肝炎書克服緊急対策研究   B型及びC型肝炎ウイルスの新たな感染予防法の確立のための肝がん発生専の病態♯明に附すも研究   林 紀夫   教授   大阪大学大学院 医学系研究科消化場内科学   

肝炎零克服策急対策研究   巳型及びC型肝炎の疫学及び捜幹を含む肝炎対策に関する研究   吉澤 浩司   教授   広■大学大学院匿せ藁学総合研究科疫学・疾病  
制＊学   

肝炎零克服緊急対策研究   8型及びC型肝炎ウイルスの感染書に対する治★の標準化に開す利払床的研究   熊田卜博光   Tり快丘   孤零公務■共済組合連合会虎の門病院闇化単科   

肝炎零克服緊急対策研究   歯科診療におけるB型及びC型肝炎防止体制の確立に朋する研究   佐簾 田■子  勃按   日本書科大学せ学側   

肝炎零克膿繋息対策研曳   C型肝炎への肝移穐後の免疫抑制偏に関する研究   門田l守人   
教授   大阪大学大学抹医学系研究村外打撃講座ブ削  

書外科学   

肝炎礪克膿緊急対策研究   病期別にみた肝がん治療法の兼用効果およぴQOLのれ点からみた有効性に附する研究   沖田 槌   教授（特命）   山口大学医学部   

肝炎零克服緊急対策研究   予後改暮を目指した肝■がん再矧こ影響を与える因子に関する研究   小旗 政男   教授   千束大学医学部附眞ホ快 消化署内科   

肝炎奪克膿緊鳥対策研究   生体肝移橘祉のC型肝炎再発予防を目指したステロイド刑不使用による免疫抑制■法に蘭する研究   高日 義次   助教授   泉♯大学医掌節附■痛統移橿外科   

肝炎零克照農息対策研究   本邦に於けるE型肝炎の診断・予防・疫学に間する研究   三代 俊治   部よ   ★芝病院 研究部   

肝炎幕末膿農亀対策研究   肝炎■の早期克服のための研究の総合的推進に闇する総括研究   三宅 t   企率讃憂主幹  孤立感染技研究所   

肝炎零克服属島対策研究   
C型肝炎新規治ホ朋発こ賞するプロテオーム解析を用いた治療♯約分子のれ羅的捜索系とヒト肝細胞キメラマウスHCV感染モ   震山 一彰   

デルを用いた実縦系の蘭先に関する研究  
教授   広■大学轟沈5削ヒ書内科   

肝炎零克服鷹島対策研究   培養細個で感染欄∬蘭よび徹手形戒が可能なC型肝炎ウイルス株を利用したワクチン開発   脇田 瞳字   
刑●事研究■  財団法人東京♯医学研究機♯★未納神経科学 総合研究所   

肝炎零克服緊急対策研究   し3分膿および血流中絶細胞テロメラーゼを指楕とした肝細胞轟のサーベランスの有用性   t● 1   教授   新潟大学教書研究侠医歯学系 医学部1三内科  



肝炎零克服緊急対策研究   新規点胎児性抗環を利用した肝細胞轟の鯵断と治■   西村 春治   教授   熊本大学 大学恍医学薬学研究部   

免便アレルギー疾患予防・治療研究   リアルタイムモニターれ散蠍と現状の治■によるQOLの関連性の騨価研究と花粉症根治■法の開発   大久良 公裕  助教授   日本医科大学 耳■咽喉科   

免疫アレルギーま息予防・治療研究   アトピー性皮膚炎の症状の制御および治療雇のt及に闇する研究   吉江 増オ   教授   九州大学大学統監学研究験皮膚科学分野   

免疫アレルギー痍缶予防・治療研究   呼気灘舟渡を用いた気t支■血の気遭炎症騨優法の確立とi床応用にⅦする研究   一ノ瀬 正和  教捜   和歌山れ立医科大学医学静内科学第三♯座   

免疫フレルギー疾息予防・治療研究   聞∬リウマチ・サ粗餐症の暮虚化防止治震開発研究   趨t 睡弘   ホ練轟   独立行政法人圃立ホ統■♯相橿原痛快   

免疫アレルギー疾患予防・治療覇餞   聞♯リウマチの文＃欄入を日的とした新規医薬品の導入・開発及び評価にⅦす各色措的研究   西内 久雷樹  教授・センター1  モマリアンナ医科大学札痛治療研究センター   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   変形性関節症の姶■・予防の♯的分子の同憂とその臨床応用   中村 耕三   教授・■」味長   ★京大学区学部附ヰ鋼味 整形外科・書経外科   

免疫アレルギー痍鳥予断・治療研究   リウマチ頚椎ホ嚢の治■に闘するエビデンス形成のための体制確立と技術開発   米鑑 賞■   刑枕長   ♯立行戚腐人圃立痍併■構大阪l■匿■センター   

免疫アレルギー疾患予柄・治療研究   免疫疾患の既存姶■並の絆価とその合併劇こⅦする研究   田中良欄   教授   慶義臣科大学医学部第一内科学講座   

免疫7レルギー痍息予防・治療研究   免疫・アレルギー痍息予防・治療研究に係る企画及び絆価の今後の方向性の策定にⅦする研究   秋山 一男   センター1   爪立鋼鏡≠れ相犠隈ホ焼払床研究センター   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   朋♯リウマチの早期鯵断崖の確立及び鶴床織遇の予測に蘭する研究   5エロIl集   散櫻   よ■大学   

免疫アレルギーよ患予鮪・治ホ研究   地♯■団でのコホート研究による便中細薗鯵断妥当性の研究  白川 太郎   歓授   泉ホ大学大学棟 臣事研究科   

免疫アレルギー疾患予防・治■研究   リウマチ・アレルギー痍轟の治■反応性予測個子の確立及びテーラーメイド姶■法の確立に叫する研究   竹内 勤   教綬   埠玉医科大事総合医療センターリウマチ・■原痍  
内科   

免疫アレルギー疾息予防・治療研究   アレルギー疾患の治■反応性予測個子の確立及びテーラーメイド治■法の確立に蘭する研究   近義 旗実   教授   峨1大学大学鏡医学系研究科小児ホ鶴学   

免疫アレルギー疾息予防・治療研究   間断リウマチ治療における新規生物製刑の治■方針の作成及びその機旺に蘭する研究   宮坂 信之   教授職書■   文京医科亀判大学大学鏡医せ学総合研究科騨∬  
ホ・リウマチ内科筆   

免疫アレルギー疾患予鵬・治■研究   腑鱒リウマチ上肢人工朋柿間発に附する研究   三ぎ▲ 明界   微積   北鶉遭大学大学蹟医学研餞朋欄次鯵断治■竿■  
攻■能再生医学講座   

免疫アレルギーま鳥予肪・治■研究   上気遭及び下気辻アレルギーの■書遇t性における■場特1的免疫墓並の解明と早期治■法の朋尭   ＃本 遺夫   センター長   圃保地中央加味アレルギー・リウマチセンター   

免疫7レルギー疾患予防・治療研究   小児アレルギー性■炎の傭人への移行を阻止するための治療法の確立に叫する研究   岡本：美事   教授   千葉大学大学院医学研究険耳1咽噂科・叫賃  
∬丑ヰ学   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   気t支■息の有病率・札島中およぴQOLに関する全年♯階級別全国濃壬に朋する研究   赤澤 晃   医長   闇立戒書医★センター総合総■部／小児期鯵■科   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   ヰ期診断法の確立に聞すも研究   Ⅶ儒l儀   教授   璃協医科大学内科学呼吸場・アレルギー   

免疫アレルギー疾患予肪・治療研究   免疫アレルギーまかこ使わる胎内・船外因子の同定に閲する研究   ご  ：■丑   教授   皿立大学應人群馬大学小児生体防御筆   

免疫アレルギー疾患予防・治■研究   アトピー性皮■炎の粛正中れ董法の積立および書症率（発症率）低下・症状悪化防止対矧こおける生活環慎重傭にⅦする研究  河野l■－   小児ホ姑竿・微積  圃立大学倭人千葉大学大学暁虐掌研究機   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   スギ花粉・ダニ由来のアレルゲンの分析と鯵断・治療への応用に閲すも研究   安枚 港   診断・治療靂開業研  
究主ょ   究センター   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   暮虚アトピー性皮■炎のれ治化機序を揮えた治療法の傭立に蘭する研究   西句l漬   書■教授（名書教授）  ★女医科由利大学大学統監歯学総合研究科皮■  
打撃分野   

免疫アレルギー疾患予防■治療研究   蘭簡リウマチ島書を対tとした事施設共同データベースのれ義と疫学研究システムの確立に関する研究   暮叶11人   血床研究センターリウ マチ性疾患研究部長  独立行政法人圃立痛快機れ相磯昨ホ枕   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   食物讐によるアナフィラキシー反応の原画物井（アレルゲン）の継走、予防・予朝議の確立に僻する研究   鶉寺澤 元宏  節よ   独立行政法人孤立■院欄欄購相川日射剰乱臣研究  
センター   

免疫アレルギー疾患予防・治ホ研究   気t支♯息のれ治化機序の♯明と予防・治＃法の間附こ関する研究   森 ▲夫   先端技術開発研究部  
最   究センタ」  



免疫アレルギー痍患予防・治ホ研究   衛生仮説を含めたアレルギー性疾患の発症関連環境暮田の♯明に間する前向きコホート及びれ断研究   三宅 盲≠   助教授   欄岡大学医学部   

免疫アレルギー疾患予防・治療研究   ガイドライン雷及のための対策とそれに伴う00Lの向上に闇する研究   凛甲松侶   JAAN●t ■▲幸■鼻  財団法人日本アレルギー協会   

免疫アレルギ～疾患予肪・治療研究   免疫疾患に対する先度抑制療法讐先増的新規治■法に聞す各研究   小池 瞳夫   教授   北海道大学大学院医掌研究科痍個内科掌鱗座・  
★二内科   

こころのt鷹科学研究   アルツハイマー■の神経細胞死を狭場する遺伝子機能の♯析と抑止法の開発   圃立1幕臣■センター研究所   

こころのt鷹科学研究   ヒト睡眠・t覆リズム陣書の分子生物学的成因解明とテーラーメイド治■浅間発lこ間する基盤的研究   内山 薫   飾1   孤立精神・神経センター精神保t研究所精神生理  
節   

こころのt■札掌研究   神経伝達機能イメージングを用いた機能性精神疾患の治よ効果の専t的評価法および診断法の確立に闇する研究   大久保 義朗  教授   日本医科大学汁榊医学厳重   

こころのt★科学研究   気分ヰ書の高精度銚礪t♯♯析および汁禅疾患ゲノムバンクの★築   吉川 武男   チームリーダー  独立行政法人理化学研究所脳科学総合研究セン  
ター   

こころの≠鷹科学研究   ストレス性精神陣書の成田♯明と予防法開発に闇する研究   山脇 成人   教授   広▲大学 大学鏡匿歯薬学総合研究科   

こころのt鷹科学研究   糟神保儀の知繍と理♯に朋する日豪比較共同研究   中根 允文   教摸   轟■皿静大学人間社会学部社会Ⅶ徹尊科   

こころの儀鷹科学研究   外≠性中拒神経陣書のリハビリテーションにおける科学的♯析法と治ホ法の確立に催する研究   杉本こ 礪   教授（救急医学）  大阪大学ズ竿l読医学系研究科   

こころの■■科学研究   廿法行為を行った精神陣書事の精神医学的評価、治よ、社会旗♯讐に朋する研究   松下 正明   続1   文京林立松沢■l洗   

こころのt鷹科学研究   パーキンソン病PARK7の昨因遺伝子DJ－1の機能と劃藁応用   有井 ★芳   教授   北海遭大学大学院薬学研究科   

こころのt■打撃研究   免疫性末梢神経陣書の■カ♯明と治療應に間する研究   輔韮   教授   近儀大学 医学部   

こころのt鷹制嘩研究   
α－dyotroglyG馴1の○－mOnn08●型姑1と細胞外m油壷総合に1★をきたす先天性航ジストロフィーの病態♯明と治■法の聞   清水∴輝夫   
発  

教授   帝京大学 医学部   

こころのt鷹科学研究   癌婁ヰ性00素硬化症に対する肝細胞増札母子（HGF）を用いた挑戦的治ホ法の開発とその墓鎗研究   糸山 義人   教授   東北大学大学統匿筆系研究科神経内科   

こころのt鷹科学研究   小脇体制1如こよる榊権細胞死抑制・柵橙嚢性冶♯   小川 曹   教授   金沢大学大学快医学系研究科   

こころのt鷹科学研究   
膿活性自愴神経先細丘による暮虎の起立性低血圧を克崩し、ヰたきりを防止する／くイオニック動脈圧反射蓑tの臨床開発に闇   佐■1離睾   
する研究  

教授   高知大事 医学部   

こころのt鷹科学研究   運動ニューロン疾患のホ軌こ基づく治■法の開発   祖父江 元   教授   各吉尾大学大学院医学系研究科 神経内科   

こころのt鷹科学研究   内因性ユートロフィンの発現増強lこよる筋ジストロフィーの画期的治■法の開発   武田 伸一   遺伝子疾■治■研究  
部長   〔J‘■二二′   

こころのt鷹科学研究   免疫抑制性ネットワークを介した炎症性神経疾患の画期的な治よ浅間矧こ闇する研究   山村 離   部長   国立＃欄・神経センター神経研究所疾病研究第六  
部   

こころのt鷹科学研究   神経責任疾患の根本的治★の実現をめざした新規モデル動物での先端的治療法の開発と確立   和田 圭司   疾ホ研究書4部長  国立精神・神経センター神経研究所疾病研究第4 節   

こころのt■科学研究   自閉虚のホ態鯵断・治■附剛用叩ための総合的研究   加我牧子   知的陣警部最  国立精神・神経センター精神保t研究所   

こころのt鷹科学研究   DNAチップを用いたうつホの鯵断と膚館♯析   大森 哲郎   教捜   ヰ▲大学大筆昧ヘルス′くイオサイエンス研究部   

こころのt鷹科学研究   統合失鶴癒の基本陣書に暮づいた診断簑tの実用化   小■ ■也   教授   日本犬竿医学欄欄朋神経科筆数重   

こころのt鷹科学研究   暮虚ストレス杜書の精神的影響並びに急性期の儒欄介入に関する追跡研究   金 吾嶋   成人精神保t部長  圃立精神・神経センター精神保t研究所成人精神 部   
保t   

こころの健鷹科竿研究   児士愚書期精神医■・良書・積祉の介入対暮としての行為陣書の診断及び治療・援助に蘭する研究   
★さ 万比盲  児壬・愚書期精神保 t部長  町立≠朴神椎センター精神保儀研究所児壬・思 書期精神焦t部   

こころのtオ科学研究   高機能広汎性発運陣書にみられる反社会的朽虻の成因の♯明と社会支援システムのれ築にⅦする研究   石井 哲夫   杜氏法人訂本自閉症 協会会長  社団法人日本自閉症協会  




